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1 .本研究の自的
肢体不自由児へ教科指導を行うときの困難さには，①肢体や動作の不自由による密難色②感覚や認
知の特性，③経験や体験のしにくさ・少なさの 3つがある。そして，これらの 3つの困難さは，互いに
関係し合って様々な学習のしにくさの要因となっている(筑波大学附属柵が正特別支援学校， 2013)。算
数・数学科においても，肢体や動作の不自由や経験不足が要因となり，具体物操作による学習がしにく
い，数的な量感を持-ちにくいなどの図難さとして現れる。特に，当該学年の学習が難しい児童生徒の場
合には，これらの国難さがより顕著に表れている。
当校の算数・数学科では，これまでの研究において，標準学力検査を用いたつまずきの特徴の把握，
及びその特徴に基づいて重点的に指導する必要があると考えた指導内容について，教科の系統性を踏ま
えて整理してきた。そして， i網が丘L字型構造jによる指導目標の設定により，個に応じて重点化した
指導をすすめてきた。算数・数学科の系統性を踏まえて指導呂標を設定することで3 次に何を教えたら
よいのか，指導内容の基礎となる学習は何かなど，見通しを持って指導できるという良さが確認された。
しかし，当該学年の学習が難しい肢体不自由児が，学習指導要領の算数・数学科の昌標を達成するため
には 3 系統性を踏まえた指導を行うだけではなく，算数・数学科の学習の中で，どのような力を育てて
いきたいのか， どのような力を積み重ねていけばよいのか，明確にする必要があるD
そこで本研究では，当該学年の白標及び内容，進度での学習が難しい児童生徒に対ーする算数・数学科
の指導について，指導目標の指導内容の重点化を図るための「基軸」を設定し，学習内容を積み上げて
いく際にどのような力が必要となるのかp そしてどのような力を育てたいのか検討し，これらの力を身
に付けることのできる指導の在り方について探ることを目的とした。
(文責:古山貴仁)
l.算数狙数学科で育てたい力
1.算数・数学科の呂標
現行の小学校学習指導要領算数科の目標は， i算数的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基
本的な知識及び技能を身に付け，日常の事象について見通しを持ち筋道を立てて考え，表現する能力を
育てるとともに，算数的活動の楽しさや数理的な処理のよさに気付き，進んで生活や学習に活用しよう
とする態度を育てる」である。中学校学習指導要領数学科の自標は， i数学的活動を通して，数量や図形
などに関する基礎的な概念や原理・法引についての理解を深め，数学的な表現や処理の仕方を習得し，
事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに，数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し，そ
れを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる」である。高等学校学習指導要領の目標は，
f数学的活動を通して，数学における基本的な概念・原理・法則の体系的な理解を深め，事象を数学的
に考察し表現する能力を高め，創造性の基礎を培うとともに，数学のよさを認識し，それらを積極的に
活用して数学的論拠に基づいて判断する態度を育てるj である。
小学校・中学校・高等学校に準ずる教育課程で学ぶ抜体不自由児も，この目標を達成するための指導
を行う。しかし，当該学年の自襟及び内容・進度での学習に難しさがある場合，障害による困難さや学
びの程度など，個々の実態に応じて指導内容を重点化する必要がある。その|擦に，このような児童生徒
に対して，肢体不自由児のつまずきの特徴を踏まえ，どのような力を育てていきたいのかを明確にしな
ければならない。
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m.当該学年の学習が難しい肢体不自由児への指導目標の設定と指導の重点化
算数・数学科においても，当校の授業づくりの基本的な考え方である「桐が丘L字型構造」により指
導目標・指導内容を検討してし1く口その中でも何を重点的に学ぶべきなのか見極める必要がある。指導
内容を重点化するためには，まず，設定した指導内容を学ぶために必要な既習事項は何かを整理するこ
とが求められる。例えばかけ算の学習を行うときには， 1 0の合成・分解や，繰り上がりの足し算， 2 
ずつ・ 5ずつ数えることなどの既習事項が土台となっている。これらの習得状況を適切に把握し，補う
必要がある場合には，学習のレディネスとして取り扱うことが重j気化の 1つである。
また，設定した指導内容の中で，何を身に付けることがねらいとされているのか，算数・数学の系統
性の中でどこに位置づいているのかを，教員保IJが理解しておくことも重要である。その際には，考え方
の基軸をおさえ，一貫してどのような力を育てていきたいのかを明確にすることで，指導内容を重点化
す一ることができる。
個別性の軸についても，重点化の手続きの擦に検討が必要である。算数・数学を学ぶときに， 1}Kl形の
見えにくさやP まとまりで捉えることが難しいなどの，障害特性に起因する難しさについては，算数・
数学の教科としての難しさとは分けて考えなければならない。個々の障害特性が要因とな仏教科学習
の難しさへと繋がることについて，実態把握を行うことが重要である。そして，特性に応じた適切な手
立て・配慮を行うことで，他感覚を使って図形を捉える時間を多く設ける，考えを整理して説明する活
動を増やすなど，個別性の軸からの重点化を行うことができる。
算数・数学科では，まず指導内容を整理する必要があると考え，指導内容の系統図を作成した(巻末
資料)口算数・数学科は，系統性が非常に強し¥という教科の特質がある。例えば，かけー算の意味や九九を
理解していないと， 2辺の長さ a，bの長方形の面積を求めることができない。このように，知識や技
能，考え方が身に付いていないと，次の学習ができないものが多くある。
そこで，小学校算数科で、は数と計算，量と測定，図形，数量関係について，中学校・高等学校数学科
では，数と式，図形，関数，資料の活用の領域ごとに，指導内容の系統図を作成することで， どのよう
に学習が積み上がっていくのか，次の指導内容を扱うときに必要な既習事項は何か，確認できるように
した。また，この指導内容の系統図を作成する際には，これまでの研究において明らかとなった，肢体
不良由児の算数・数学科におけるつまずきの特徴(表 2) を踏まえ，学習指導要領の内容の中で，特に
時間をかけて学ぶ必要があると考えた内容について，系統的に並べている。小学校算数科と中学校・高
等学校数学科との関連についても検討し，小学校~高等学校までの学びの連続性・一貫性の見通しを持
てるようにした。
表2 肢体不自由児の算数圃数学科におけるつまずきの特徴
肢体や動作の不自由
感覚や認知の特性
経験や体験の
しにくさ・少なさ
数的な実感のもちにくさ(量感)
筆算・イ乍図・作表の困難
計算などの繰り返しの学習の函難
集中しにくい疲れやすい
集合数のとらえにくさ
歯形の理解の国難
援数の要素を関係づけしにくい
数的事象の理解の困難
重量惑のつきにくさ
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この系統!~は，児童生徒の学習習得状況を把握するために，チェックリストとして活用する。系統図
に載せている各指導内容について，普段の授業観察やテスト， CRTなどの標準化された検査などの結
果を用いて， I@十分満足J10概ね満足J1ム努力を要するjの評価を児童生徒の授業者が行う。このと
き， 10概ね満足J1ム努力を要するJの評価を付けた時には，どこまで学習内容が身に付いていて， ど
こから難しさがみられるのか，詳細に捉えることが求められる。そのため，系統図をチェックした内容
について，詳岸田に文章で記述できるメモ欄を付けることで，つまずきの様子について把握できるように
している。テストなどの結果を元に，系統図のο，0，ムをチェックするだけでは，その結果のみが示
されている状態であり，児童生徒の状態像や3 どのような難しさがあったのか見てとることができない。
また，系統図を引き継ぎ資料として使う際にも，チェックした項目だけでは，系統性を踏まえた連続し
た指導につなげることができない。系統図を単なるチェックリストとして使用するだけではなく， どの
ように答えていたのか，どのようなつまずきがあったのか具体的な様子を記述し，チェックを付けた教
員ではなくても実態がわかるようにすることが重要である。
先に述べたように，今回研究対象としている当該学年の学習に難しさがみられる児童生徒は，特に数
学的な見方・考え方の難しさがある。具体的な様子を記述する際には，知識や技能だけではなく，数学
的な見方・考え方についての学習取得状況を示す必要があると考えた。そこで，これらの評価を行う視
点として， 1考える力」の要素を活用した。それぞれの指導内容について，部分に着目していたか，特徴
を見いだせていたか等を評価していくことで， 1考える力Jがどのように深まっているのか把握すること
ができる。そして，この評価を指導目標を立てるための参考資料とした。指導内容の系統図でムがつい
た箇所だけを扱うのではなく，個の実態に応じて扱う必要のある単元は何か，どのような力を使って学
習を進めていけばよいのか考えることで，指導目標を設定し，指導内容の重点化を行うことができると
考えた。
この指導内容の系統区!と， 1考える力Jの要素を踏まえて評価する一連の手続きを，算数・数学科の「基
f!alJ とし，指導目標設定に活用した。
指導内容の系統図による評価を行った後に，個別性の軸と関連付けて授業づくりを行う。個々の算数・
数学のつまずきの特徴については，指導内容の系統図をチェックリストとして活用することで評価でき
ている。しかし，先に述べたように，肢体不自由児が教科学習を行う際の困難さとしてF 肢体や動作の
不自由による困難色感覚や認知の特性，経験や体験のしにくさ・少なさがある。これらの困難さが理
由で，情報を正しく捉えられなかったり，操作に集中してしまい，考える部分に注意が向かなかったり
等，教科の学習内容とは異なる部分で難しさが現れる。そのため，個別の指導計画で共有している手立
て・配慮や，障害特性を踏まえることで，算数・数学を学ぶための手立て・配慮を検討していくことが
重要である。このように，系統性の軸と個別性の軸をおさえ，指導目標・指導内容を設定する。
以上のように， 1考える力Jの視点から指導内容の系統図を評価する，算数・数学科の「基軸J(系統
性の車t1)と，児童生徒の障害特性に配慮すること(個別性の軸)の 2つの視点で、考えていくことで，適
切に指導目標・指導内容を設定する。そして，特にどの部分に重点化するのか，明確な根拠のもと指導
を行う。
これ以降の報告では， 1考える力Jの視点を活用した指導昌標の設定と指導内容の重点化について，実
践事例から説明してし1く。当校の小学部，中高等部で活用した 2事例ι指導内容の系統図を実際に活
用していただいた，他校の研究協力者 1事例の実践を報告する。
(文責:古山貴仁)
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N.事例報告1
1 対象児童について
本事例では，小学部 3年生の男子4名，女子 2名，計6名の学級集団を対象とした。全般的に学習に
対する意欲は高く，どの児童も授業では積極的に発問に答えたり，課題に意欲的に取り組んだりしてい
る。しかし，学習内容の理解には個人差が非常に大きく，全員が当該学年の学習を進めていくことは難
しい。
本研究では，当該学年の学習への理解に難しさがみられる男子 1名を対象児に設定しy 個別的な手立
て・配慮、を講じて学習をすすめることとした。「桐が丘L字型構造jによる呂標設定を行い，量と測定領
域，及び図形領域で
て確認している実態，及び本単元にかかわる学習内容の習得状況を記す。
(1 )個の実態
対象児童(以下A児)は，脳性まひによる体幹機能樟害を有している。右上肢痘性まひがあるが，上
肢操作には大きな困難さはみられない。殆どの活動に意欲的に取り組むことができているが，予定外の
ことがあると混乱する様子がみられ，見通しの持ちにくさに繋がっている。コミュニケーションの面で
は，話題が限定的であり，興味・関心の!揺が狭い。認知面では，手順や方法をパターンで覚えることは
得意であるが，必要な情報に注意を向けることが苦手であり，些末な部分を気にしがちである。知能検
査 (WISC-IV)の結果を見ると，言語理解は非常に高いが，その他の指標得点(矢口党推理 3 ワーキングメ
モリ，処理速度)は境界域であり，情報の捉えにくさ，及び処理の難しさがうかがえる。
(2)偲完IJの指導計画の指導方針
上述の通り，学習の見通しが持ちにくいことや，ものごとをパターンで覚えることは得意であるが，
情報を捉えること，またその処理に課題がみられ，学習の中での12El難さに繋がっている。そのため，情
報を正しく捉える方法や，柔軟性・応用性のあるパターンを身に付け，活用できるようにすることを中
心課題に挙げている。また，基礎的・基本的な学習内容の定者をはかることができるよう，学習場面で
活用していくことも課題で、ある。
これらの課題に対する手立て・配慮、は，以下の通りである 0
.取り組む課題がわかっているか個別に確認する。
-見通しが持てるように，学習スタイルをパターン化する。
・スモールステップで目標を提示し，学習の積み重ね・定着をはかる。
-視覚情報や聴覚情報をとりやすくするために，情報量や視線の移動量を少なくし，全体から部分へ
の見方を指示したり，見るポイントをわかりやすく示したりする。
-具体物の操作活動については，操作の仕方や言語化の仕方について明確にする 0
・次の活動につながるような，方略になりうるパターンを教える。
(3)教科の実態
CRTや 3 普段の授業の様子等をもとに，学習習得状況を系統図に整理した(図 5)。それぞれの既習
の項目について， @ i十分満足J，0 i概ね満足J)ム「努力を要するJの3点で評価した。本事例では，
図形領域の単元で、行った授業実践を報告するため，図形領域について評価したものを記す。そのi民知
?
?
? ?

一定の決まりに沿った問題を解くことは得意であるため，パターンでできるところは積み上げることで，
「できたj としづ達成感を持たせたい。このような学習を積み重ね，当該学年の基礎的な事項を着実に
身に付けることが目標である。
これらの目標を達成させるために，個別の指導計画における手立て・配慮、をもとに，算数の中では以
下のような指導の仕方を検討し，重点的に行うこととした。
-まとまりを意識的に作る作業を取り入れる。
-具体物→半具体物→抽象化のプロセスを了寧に指導する 0
.具体物操作で、行ったことを言語化しながら整理させる。
-自分で情報を正確につかむために， r基準となる単位を確認する」などの方自各を身に付けさせる。
3 授業実践について
(1 )単元名「三角形と角J(図形領域)
(2)本単元の中で膏てたい力
本単元は，辺の長さや角の大きさに着目して，三角形を分類したり，作図したりすることで，二等辺
三角形や正三角形の意味について理解していくことをねらっている。辺の長さや角の大きさなどの部分
に着目する力，それらの部分を比較・分類する力，二等辺三角形や正三角形に分類する視点として，特
徴を見いだす力を身に付けさせたいと考えた。
(3)指導自標の設定と指導内容の重点化
三角形や四角形の構成要素に着目し，分類整理することと，分類した形の特徴を捉え，それらの意味
について理解させることを目標とした口三角形の学習を通して身に付けさせたい数学的な考え方は，①
三角形を 2つの辺， 3つの辺が等しいという観点から，三角形を分類整理しようとすること，②図形の
おかれている位置，大きさなどに関係なく，二等辺三角形，正三角形を認めようとすること，③作図の
根拠を追求することにより筋道立てて考えようとすることの 3点である。対象児は，知識や手順を覚え
ることは得意であるが，文章を読み取ったり，考えたことを説明したりすることが苦手である。そこで，
指導目標を達成するために，辺の長さに着目して三角形を分類整理することや，作i翠の過程を説明する
などの指導内容に重点を置いて指導する。
(4)単元の指導巨標
三角形についての観察や構成などの活動を通して，三角形を構成する要素に着目し，二等辺三角形や正
三角形，角について理解する。
(5)単元の評価規準
表3 単元の評価規準
算数への
数学的な考え方
数量や図形についての 数量やl~形についての
関心・意欲・態度 技能 知識・理解
-身の回りから二等辺ニ角 -辺の長さに着目してニ角形 -定規とコンパスを用い .一等辺ニ角形や正二角形
形や正ニ角形を見付け の特=徴を捉えたり，角の大 て，二等辺土角形や正三 の意味や性質について
ょうとしている。 きさに着目して三角形の性 角形を作図することが 理解し，=角形について
質を見いだしたりして，表 できている。 の豊かな感覚をもっ。
現することができている。
L一一ー 一一 一一一 一一 一一一一一一一一一一一一一一ー一一一一一ーーーー
?、????

②指導計画の工夫
三角形や四角形については，第2学年までに学習を行っているが， A児は何となく形を捉えているだ
けで，辺が 3本ある，直角があるなどの部分に着自して説明することが苦手である。そのため，まずは
構成要素に着自できるように，辺の長さだけに若目する，角の大きさだけに着目する，といったように，
Iつの構成要素だけを扱いながら，説明する活動を行うように計画を立てている。その後，辺や角，そ
れぞれの性質について理解できるように，辺の特徴を用いて作図を行ったり，実際に角を写し取って調
べる活動の中で概念を定着できるように指導を行った。
(8)詳細について
辺の長さに着目して三角形を分類する活動では，同じ辺の長さを色で表すようにしたことで，辺の長
さが同じであることの理解を促すことができたが，一方で「黄色が 2つで二等辺三角形j といったよう
に，色だけに着目してしまう場面もみられた。分類する活動を進めていくうちに，色に関係なく 2辺が
同じ長さであるときに二等辺三角形になることは理解し，なぜそのように分けたのかを説明することが
できた。また， r 2辺が同じJr 3辺が同じ」等，それらの特徴を簡単な言葉を使って表すことで，二等
辺三角形や正三角形の意味を順序立てて説明することができた。
4.指導を振り返って(成果と結果)
「考える力Jの視点から系統図を評価し，部分に着目することや，特徴を見いだすことなどに重点を
置いて目標設定を行うことで，二等辺三角形・正三角形をどのように教えたらよいのか明確になった。
また， 目標に合わせて個に応じた手立て・配慮を設定したり，教材を工夫することができた。今後も，
系統図の評価に f考える力j の視点を踏まえた実践事例を積み重ね，検討していきたい。
(文賛:古山貴仁)
「??? ?
V.事例報告2
1.対象生徒について
(1 )偲の実態
今回対象となったクラスは高等部第 3学年の男子生徒4名，女子生徒2名，計6名のクラスである。
高等部では2つのコースに分けて授業を行なっている。今回対象となる高等部Eコースは，各科目で使
用されている教科書を，通常のペースで進めていくことは難しいが，学習した内容を積み上げていくこ
とができる集団である。そのうち 1名を今回の事例報告の対象生徒(以下、生徒A) とした。
同一学年の学習集団を作っているが，クラスの中でも身に付いている数学的な技能や知識・理解には
個人差が大きい。また，多様な進路(就労訓練施設，福祉的就労，高等教青機関への進学入学力差(未
学習・未定着の学習内容)に対応していくことが求められる。
生徒Aの実態については，ケース会による実態把握図，個別の指導計画，授業でみられる様子と手立
て・配慮、，心理検査等の検査によって把握した。ケース会で作成された実態把握図から見られる生徒の
実態の主なものとして以下ょうのようなものが挙げられる。
-空間認知や理解力の弱さ
-新しいことの習得に時間がかかる
.右側のものを見づらい
・一対一対応の記憶は得意
・書字(特に数学記号)や計算に時間がかかる
(2)個別の指導計酒での指導方針
①iヨ標設定
{長期iヨ標1
・ストレッチなどの自己ケアの手段を確立し，習慣的に取り組むことができる。
・公共交通機関等を使用して安全に移動できる範囲を，自宅から進路先周辺程度まで拡大する 0
・情報処理や考え方，動き方について自分なりの「やりやすい枠組みJを持つ口
[短期目標]
・身体の自己ケアの手段の検討を通して，卒業後に生活リズムが変化に対応できるよう，経験したこと
を蓄積する。
・わからないこと，図っていること， うまくし1かないことに気付き，教員に伝え，手伝いを依頼する。
②手立て・配慮、
・教科学習における見えにくさ・捉えにくさに配慮した指導や教材・教具の使用
.要素を整理したわかりやすい情報の伝達
・日常生活などで同時に処理する課題に対して，要素を整理して煩序よくこなすことを促す
(3)数学の授業での実態と年間指導自標
①数学授業での実態
生徒Aの数学の授業で、の実慈(中学 1年時，高校 3年時)は以下の通りである。
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中学 l年時
・学習意欲が高く積極的に取り組んでいるD
・問題を解くベースはゆっくりで自信が持てない時は，なかなか先に進めない0
・計算など手順の決まったものは得意であり， ミスなく解くことができる。
-新規の学習事項の把握には時間がかかるが，身に付いたものは確実にすることができる 0
・視覚的な情報処理が苦手で，図形や表，グラフの読み取りが苦手である。
高校 3年持
・学習した数学的知識技能はよく理解している 0
.公式にあてはめて計算することはできる。
・与えられた文章や図から，必要な情報を見つけたり，必要な公式を選択したりすることが難しいD
・数学的な知識を活用して，問題を解決するための方略を考えたりする事が難しい。
上記のように，中学 l年生の時も，高校3年生の時も計算問題などの手順の決まった問題は得意であ
るが，新しく学んだことを利用して問題を解くことが苦手である。
しかしながら，これまでの数学学習の経験から，自分の得意・不得意を自覚し，既習の内容を理解し
着実に解けるなどの自分の得意なところを活かしながら問題を解決しようとする態度が見られる。
②生徒Aの年間指導目標
生徒Aは，計算などの処理は，ある程度当該科目の呂標に沿った指導が可能である。しかし，数学的
な見方や考え方については，以前の内容についても身に付いていない部分も見られたため，バランスを
考慮した指導も視野に入れて進める必要がある。
また，身に付けた基礎学力や数学的な見方・考え方をもとに，自ら根拠を持って使用する演算や公式，
定義，定理を選択して問題を解決し，その方法を自ら説明できる力を身に付けさせたい。そのため，中
学部段階から一貫して，基本的な計算など得意な部分を活かしながら，ただ計算ができる，数学的な知
識を覚えることができるだけではなく それぞれの課題で、 これまでに学習した内容から類推して考え
たり，比較して考えたりするなど，数学的な見方・考え方を行うことができるようにすることに着呂し
て指導を考えていった。
このようなことから，生徒Aの数学での年間指導目標を次のように設定した。
-数学的活動を通して，数量や図形についての基礎的・基本的な知識及び技術を身に付け， 日常の事象
について見通しを持ち，筋道を立てて考え，表現する能力を育てるとともに，数学的活動の楽しさや
数学のよさを実感し，進んで生活や学習に活用しようとする態度を育てる。
-これまでに学習したことを基に，構成要素やそれらの関係性など与えられた情報に着目して考察して
考える力を育てる。
③生徒Aの数学指導上の配慮、
上記のような実態から数学の指導上の配慮、として，次のようなことを考えている。
-抜書に時間がかかるため，板書箇所を個別に指示したり，指導目標に応じながら穴埋め形式にしたり
するなどプリントの工夫を行う。
-解法などをスモールステップで提示して，整理しやすいようにする。
?
?
?
?
?
-読み取りの難しさに対応するために，図やグラフは間腐を広くしたり，重要なところを強調したりす
るなど、本人が読み取りやすいように工夫する。
・空間図形の位置関係や角度の開き具合などが掴みづらいので，必要に応じて具体物などの教材を用意
し，視覚的，触覚的に分かりやすいように工夫する。
2.本単元の指導について
( 1) r数学活用jについて
この科目は，従前の「数学基礎Jの趣旨を生かし，その内容を更に発展させた科告である。数学
が文化と密接にかかわりながら発展してきたことを踏まえ，知識基盤社会において求められる
象を数理的に考察する能力や数学を積極的に活用する態度など(し¥わゆる数学的リテラシー)を育
てるために， r (1)数学と人間の活動Jと r(2)社会生活における数理的な考察Jの二つの内容で構
成した。これらの内容は，数学的な見方や考え方，数学的な表現や処理，数学的活動Jや思索する
ことの楽しさなどに焦点を当て，具体的な事象の考察を通して数学のよさを認識できるようにす
るものである。
指導に当たっては?この科自のねらいを十分達成できると考えられる教材を，生徒の実態や学習
履歴などを踏まえて適切に取り上げることが大切である口また，イ也科白との履修)1慎序が規定され
ていないことを踏まえ，必要に応じて他科目や他教科の内容に関連付けて扱うことも考えられる。
(高等学校学習指導要領解説数学編より)
「数学活用Jは他の数学の科告と異なり，学習すべき知識や技能が明確に決められておらず，これま
でに学習した内容を基に，数学的な見方や考え方，数学的な表現や処理，数学的活動や思索することに焦点
を当て， 具体的な事象の考察を行う科目である。このため 2 本クラスの授業においても，それぞれの単元で
取り扱う題材において，課題を解決することだけを自的にするのではなく，その問題解決を通して，数学的
な見方・考え方の力を深めながら そのよさを認識できるようにしていきたい。
(2)単元名
測定と数学「坂道の角度を求めようJ r建物の高さを求めよう」
内容(学習指導要領高等学校数学より)
( 2 )社会生活における数理的な考察社会生活において数学が活用されている場面や身近な事象
を数理的に考察するとともに， それらの活動を通して数学の社会的有用性についての認識を
深める。
ア社会生活と数学
社会生活などの場面で，事象を数学イヒし考察すること。
イ数学的な表現の工夫
図，表 3 行列及び離散グラフなどを用いて，事象を数学的に表現し考察すること D
ウデータの分析
目的に応じてデータを収集し，表計算用のソフトウェアなどを用いて処理し，デーヲ間の傾
向を捉え予測や判断をすること。
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(3)単元の指導目標(評価規準)
①単元の指導目標
-坂道の水平距蹴や垂i亙距離から勾配の比較の方法を考えることができるようにする 0
・道路や鉄道の標識の表示の意味(%， %0)の意味を考えることができるようにする。
-道路と鉄道で勾配を表す単位(0/0や%0)が異なる理由を考察することができるようにする。
前述の通り，すでに三角比でも，坂道の勾配を題材として取り扱っている。今回は勾配や角度を計算すること
ではなく，坂道の勾配について比較類推を行ったり，標識の意味を考えたりすることに主眼を置きたい。
②本単元でつけたい力
本単元では上で述べたように坂道の勾配や建物の高さといった， 日常生活で関わりのある事象を数学
化し，自分なりの視点を見つけ考察することを目標としている。よって以下のような考える力に着臣し
ていきたい。
・坂道を数学的に捉えるために
・特徴を見出す力(直角三角形に帰着して抽象イとする)
-水平距離，垂直距離に着告して考える(部分に着目する力)
.二つの勾配のどちらが急かを考える
-比較・分類する力
-類推的に考える力
・基準を揃える(比の考え方)
③単元の評価規準
表5 単元の評価規準
目 坂道の勾配や建物の高さなど日常的な題材を数学的に捉え，それをもとに，自分なりに数理的に考
1土刀芭てI 察し，比較したり他の値を求めたりすることができる。
!熱心・意欲・態度 数学的な見方や考え方 数学的な技能 知識・理解
-坂道の勾配や建物の 坂道の勾配や建物の高 -道路の勾配や建物を -道路や鉄道の勾配を
{町 高さなどの身近な さなどの身近な事象を 見上げた角度などを 表す標識の意味を理
。〉 象を数値化できるこ 数理的に捉えて比較し 数値化して比較した 角卒している。
観 とに関心を持つ。 たり，考察したりする り， さなどを他の
d占1、 ことがで、きる。 値を求めたりするこ
とができる。
」一一一ームーι ーー-L目白血白血ー 自ー由明町
? ?
?
??
④単元の指導計画
表6 単元の指導計画
時間 学習内容 目標
l -坂道の勾配について考える。 -坂道の水平距離と垂直距離から坂道の勾配の比較
-道路や鉄道の坂の勾配を表す標識の の仕方を考えることができる。
意味を考える。 -坂道の勾配から道路や鉄道の標識の意味を考える
ことができる。
-道路と鉄道で勾配を表す単位(%と%0)を用いる
理由について考察することができる。
2 勾配の表を用し1て坂道の角度を求め -坂道の勾配を小数で、表し 3 「勾配の表Jから角度
る。 を求められる。
-実際に角度を測定し，斜面の角度から勾配を考え
る。
3 どんな値が分かれば3 建物や塔などの -建物などの高さを求めるために必要な数値を考え
高さを求められるかを考える。 ることがで、きる。
勾配から高さを求める -与えられた例で建物の高さを，勾配を基に求める
ことがで、きる。
4 実際に建物の高さを求めてみる。 -実際に高さを求めることで測量などへの関心を深
める。
-実際に測定して計算することで高さを求めること
ができる。
」ー 司ー司四一
⑤指導及び教材の工夫
表7 指導及び教材の工夫
国難(具体的事象) 要因 手立て・配慮、
平面図形を理解するこ 視覚認知に課題がある -プりントは読み取りやすいものを用意する
とが難しし、
定規・分度器・方眼)i=J 視覚認知の困難さのため，細 -読み敢りやすい定規やマス自を使用する
紙の目盛りが読み取れ かい目盛りが読み取りづら -角度は細かい単位は使用せず，学習に必要
ない し¥ な範囲で設定する
長さや角度の大小関係 ①障害による量感の乏しさ -角度は細かい単位は使用せず，学習に必要
や違いがわからない ②経験の乏しさ な範囲で設定する
-教具を自ら操作し，視覚・触覚情報により
量感を育てる
??「?
関係性(因果関係)を把握①文章に対する図形のイメー -具体的題材の文章題を設定し，特徴を捉え
してから角写く ジが持てない させながら，略図をかけるようにする。
文章題を解くことできな②解く手続きを選択できない -状況をイメージして取り組みやすくするた
し1 めに，以前に学習した内容から想起しやすい
課題を設定する。(本単元では，数学 Eで学
習したときに題材にした坂道を取り上げ
る。)
3.単元の指導を振り返って
今回の対象生徒は，パターンで田答できる計算や，既習の数学的な知識はよく理解しているが，それ
を利用して対象となっている事象についてイメージしたり，考察したりすることが難しい。そのため，
本単元では，高校 l年生で数学 1の三角比を学習したときと同じ題材である，坂道について取り上げる
ことで，題材の状況をイメージしやすいようにと考えた。
今回の授業では，対象生徒は普段車椅子を利用しており，坂道の勾配については， 日常生活でも気に
なるポイントだ、ったので，イメージしやすい面もあり，スムーズに取り組み 3 考える事ができていた。
しかしながら，三角比の授業で、坂道について考えたことをふり返りながら，取り組むことはできていた
が，勾配を考えるときに，水平距離と垂直距離の 2つの値を同時に着目して考える事が難しいところも
あった。そのため，垂直距離と水平距離のどちらかを固定して動かして考えるなどの本人が着目する箇
所をシンプルにする必要があった。
そして，考える手順を細かくしたが，今回の対象生徒の場合はより細かくする必要を感じた。このよ
うな，課題への着目するポイントの提示の仕方や手順をどの様にスモールステップにすればよし1かを考
えていく必要を感じた。
(文責:白石利夫)
?
?
?
VI.連携研究
1 .単元名小学部5学年 f四角形と三角形の面積J
2.対象児童について
本児童は当該学年に準じた教育課程に自立活動を加え学習を進めている。教科学習は学年ごとに編成
され，小学部は 3年生 1名， 5年生 1名の言1-2名の在籍である。主要教科は一人で学習しているが，音
楽や体育は知的障害特別支援学校の各教科・領域の目標・内容に準じた教育課程のグループと合同で学
習している。
( 1 ) 1屈の実態
本児童は，脳性まひがあり 3 全身の緊張が強く，身の回りのことは全て支援が必要である。身体面で
は，書くことが図難なため，パソコンのキーボードや印刷のトーキングエイドのアプリを使って入力し
ている。 1文字入力するのに， 1 0秒前後時間がかかることがある。コミュニケーション面では， 自分
の忠いや考えが肯定的な場合は口を大きく開け，否定的な場合は口をつぐむことで表現することができ
るようになってきている。認知面では，①自分の思考を整理するのに時間がかかり，説明するのが苦手
である。②問題を，数，式， I翠，表p グラフを使って手傾化すると理解しやすくなり，その後の処理は
速い。③短期記憶が強く，公式を覚えたり，それを活用して問題を解くことが得意である。④学習した
ことの生活への汎化が乏しく，様々な経験不足もあり試行錯誤しながら創造的に考え， I主力解決するこ
とが苦手である。
(2)個別の指導計画の指導方針
主要教科は l 人での授業のため，児童の得意不得意から指導の重点化を I~ る。教科を横断しながら多
様な考えに触れ，具体物や半具体物等の操作を一緒に取り組むことで主体性を高める。段階的ヒントに
より，ねらいに迫る自力解決へと導き，わかる，できる，楽しい授業を展開する。思考を手順化して考
えを整理しやすくするため，数，式， I乳表，グラブの提示の仕方を工夫し 3 類似問題を重ねることで
基礎的・基本的な知識・技能の定着を図る口
(3)教科の実態
CRTを基に学習習得状況を系統図を用いて整理し，実態把握を行った(I現8，表 8)。実態、の部分
は， @ (十分満足) ， 0 (概ね満足) ，ム(努力を要する)で評価している。各学習内容に対して問題
が多くても 21習しかないため，教師の主観も含んで評価した。なお，関心・意欲惨態度に関するアンケ
ートは，全て十分満足であった。児童のつまずきの特徴と要因は次のように考えられる。
・公式を利用できるものの，公式を暖昧に覚えていて， t~問題が複雑化すると応用できない0
・テスト後半になると 3 定規のメモリや図形のマス目が見えにくくなる。
・公式を活用して問題を解くことは速いが，そのように考えた過程を整理し 説明することが苦手であ
る。
• L 字型図形の求積ではp 図形を具体的にイメージすることが難しく，既習内容を活用して補助線でI~I
形を分解することが難しい。
しく文章が読み取れず，問題に正対で、きない時がある。
?
??
??

表8 系統図でのつまずきの様子(主にCRT1年...4年)
学年 法T手刃自;:J市f/'J廿出， 実態。1 長さの直接比較 -身の回りにあるものの長さを産接比べることができるD。1 長さの間接比較 -身の回りにあるものの長さを，方目良を単位として比べる
ことができるD。1 長さの任意単位 . c m， mがわかる。。2 長さの量感 -身の回りにあるものから長さの量感を持つことができ
た。。 長さの測定 -ものさしで測った長さを正しく読みとれない。2 。2 長さの普通単位 -長さの単位 (m，c m) を理解している。
。2 長さの普通単位の量感 '320cmより 3m4cmのほうが長いと考えてしまっ
た。。3 長さの普遍単位 -測定するものに応じて，長さを測るための適切な計器を
選ぶことができた。
'lkm40mを140mと考えてしまった。。4 面積の直接比較 -長方形，正方形の面積を図形から比較できる。。4 面積の間接比較 -長方形，正方形の面積を図形から比較できる。。4 面積の任意単位 -cd，IIf， aを理解している。。4 面積の量感 -身の回りから面積の量感がわかる。。4 面積の測定 -長方形，正方形の面積を求めることができる。
-多角形の図形から補助線を引し¥て長方形や正方形を見つ
けることは難しい。。4 面積の普通単位 . 1 rfをcnHこ置き換えることができない。。4 長方形，正方形の面積 -長方形，正方形の面積を求めることができる。
3.本単元の指導について
(1 )単元の指導目標
①単元目標
・公式の活用等，~習内容から平行四辺形，三角形，台形，ひし形の面積の求めかたを考えることがで
きるようにする。
・自分の考えたことを言語や具体物を使って説明することができるようにするD
②単元の評価規準
表9 単元の評価規準
算数への関心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形に 数量や図形についての
ついての技能 知識・理解
-平行四辺形 3 ニ角形，台 -平行四辺形，ニ角形，台形3 -平行四辺形，ニ角 -平行四辺形，ニ角形，台形3
形，ひし形等の面積につ ひし形等の面積の求め方を 3 形，台形，ひし形 ひし形等の計算による密積
いて，~習の面積の求め 既習の面積の求め方を基にす 等面積を公式を用 の求め方を理解している。
方に帰着させて考えよう るために補助線を引くことが いて求めることが
としている。 できている。 できている。
??
(2)単元の指導計画
表10単元の指導計画
H寺間 目標 学習内容
1 平行四辺形の面積の求め方を考え， -求積方法が既習のi翠形を想起し平行四辺形の面積の求め方を銑習の
説明することを理解させる。 図形に帰着して考える。
-長方形に等積変形する平行四辺形の面積の求め方を説明する。
2 平行1mJ21形の面積の公式をつくり -平行四辺形の面積を求める公式を考える。
だし，それを適用して函積を求めるこ -公式をつくるには，等積変形した長方形のどこの長さが分かればよい
とができるようにする。 かを考える。
3 i胃jさが平行四辺形の外にある場合 -高さが平行四辺形の措置にある場合の面積の求め方を考える。
でも，平行四辺形の面積の公式を適用 -平行な 2直線状にある平仔四辺形の面積を求め，面積が等しいことを
できることを1型角卒させーる。 おさえる。
-公式からも底辺の長さと高さが等しければ面積は等しくなることを確
かめる。
4 ニ角形の面積の求め方を考え，説明 -求積方法が既習の I~形を想起し，二角形の面積の求め方を既習の図形
することができるようにする。 に帰着して考え，説明する。
5 二角形の:積を求める公式をつく -ニ角形の面積を求める公式を考える。
りだし，それを適用して面積を求める -公式をつくるには，倍積変形した平行四辺形のどこの長さが分かれば
ことができるようにする。 よし 1か考える。
• J底辺をどこにするかで高さが決まることをおさえる。
-三角形の面積を求める公式をまとめ，公式を適用して面積を求める。
6 高さが三角形の外にある場合でも， -高さが三角形の外にある場合の面積の求め方を考える。
三角形の面積の公式が適用できるこ -平行な 2直線上にある三角形の面積を求め，面積が等しいことをおさ
とを理解させる。 える。
どんな形の三角形でも，底辺の長さ -公式からも底辺の長さと高さが等しければ面積は等しくなることを確
と高さが等しければ，面積は等しくな かめる。
ることを理解させる。
7 台形の面積の求め方を考え，説明す -既習の面積の求め方を用いて，台形の面積の求め方を考える。
ることができるようにする。 -いろいろな求め方を図などで説明する。
8 台形の面積を求める公式を作り /1¥ -台形の面積を求める公式を考える。
し，それを適用して部積を求めること -台形の話積を求める公式をまとめ，公式を適用して面積を求める。
ができるようにする。
9 ひし形の面積の求め方を考えるこ -既習の面積の求め方をj者し 1て，ひし形の面積の求め方を考える。
とができるようにする。 -対角線の長さの穣がひし形の面積の 2倍になっていることを利用して，
ひし形の面積を求める公式を作り ひし形の面積を求める公式を考える。
出し，それを適用して面積を求めるこ -ひし形の面積を求める公式をまとめ，公式を適用して面積を求める。
とができるようにする。
1 0 算数的活動を通して学習内容の:E!il二 -葉のおよその面積の求め方を考える。
解を深め，興味を広げられるようにす
る。
1 1 三角形の底辺の長さを一定にして -ニ角形の高さを口 cm，ITi積をOcnlとして面積を求める式を考える。
高さを変えたときの，高さと蔀積は比 -底辺の長さが 4cmの三角形で，高さが 1c m， 2 c m， . 8 
例の関係にあることを理解させる。 cmと変化する時の面積の大きさを調べ，面積は高さに比例している
ことをおさえる。
1 2 学習内容の定着を確認し，理解を確 -学習した内容を振り返り， 1:確認問題を解く。
実にする。
1 3 学習内容の定着を確認し，理解を確 -学習した内容を振り返り 3 確認問題を解く。
実にする。
(3)単元の指導及び教材の工夫
本単元を指導するに当たり 3 系統図や児童の障害特性での困難さを予想し， fJ，-fの点に留意して授業
を展開した。
・系統Izlから苦手と予想された面積の求め方を考え，説明することに重点的指導を行った口
-児童が筋道を立てて考えやすいようにするために，指導内容にメリハリをつけ¥ねらいを明確にした0
・授業の導入段階での既習内容の定者を丁寧に行い，そこから課題解決への糸口とした。
「 ?
?
?
?
?
-具体物や半具体物の視覚的な手がかりを用意し，図形の着目する部分を示した。
-具体物の操作では，児童の指示する通りに図形の分解 3 合成等をハサミを操作して取り組んだ0
・操作活動では 3 ゆさぶりをかけ 3 試行錯誤しながら具体物を動かすことで創造性を高めた。
-体験的な活動や多様な考えを矢口り， 自らの算数的活動を，言語的表現や具体物操作による表現ができ
るように促した。
-板書では対象l玄!形だけに集中できるように)寄りを隠したり，背景や線の色を工夫した。
-類似問題に段階的に取り組み，自分の考えを整理し基礎的・基本的な知識・技能の定着を|湿った口
(4)評{蕗
・図形を変形させ，既習内容の12:9角形や平行四辺形を見つけて，公式を活用して面積を求めることができた0
・自分の考えを，具体物の操作や教科書の友だちの言葉を頼りに言語化しようとしていた。
算数へのIUJ心・意欲・態度 数学的な考え方 数量や図形に 数量や図形について
ついての技能 の知識・理解
-図形の分解，付け足しを .コ角形や台形の面積を求め -類似問題を取 -平行四辺形 3 ニ角
意欲的に行い，多様な考 るときに，既習内容の四角 り組む中で， 形，台形，ひし形
えを出すことができてい 形や平行四辺形の形を見つ 公式を用いて 等の計算による面
た。 けようと補助線を引くこと 求めることが 積の求め方を既習
-授業の振り返りでは他の ができていた。 できていた。 内容の図形に変形
図形の求積もしてみたい -自分の考えの過程を，具体 させてから考える
と感想を抱いた。 物の操作でのやりとりを通 ことができてい
して P 伝えようとしていた。
E 
た。
4.単元の指導を振り返って
(1 )本研究の有効性
本学習は， I平行四辺形の面積」を本単元におきながら，系統図の段階で一つ下の学習内容の fL字型
の複合図形(長方形，正方形の面積)Jとの関連に着目し内容を選定した。
①確実なる実態把握と授業内容の選定
改めて実態把握を丁寧に行うことで，児童にあった指導目標を立てることができ，既習事項を参考に
しながら，新たな学習内容について，主体的に考える授業ができた。
②障害特性及びより細かな達成宮襟の設定
児童が苦手とする「図形jに対して， f障害からくる困難さJなのか f学習未定着からくる困難さ」な
のかを考えることで，指導方法のポイントとして， I見えづらさや抽象概念をイメージ化する支援」や「既
習の学習内容の達成度をより細かく確認するj等の見直しをすることができた。
以上により，学習課題に対して 3 生徒自ら段階的に取り組み，主体的な課題解決学習に迫ることがで
きた。具体的には，以下のア~エ(視覚支援，抽象概念からのイメージ化)のように取り組んだ。
ア 視覚情報の刺激物の削除
図形の背景色を変えたり， )寄りのいらない情報を隠したりした。
イ 図形操作の補助
児童と共に教材である fL字型図形Jを切り取ったり，移動したり等の具体的な操作を行った。
ウ 言語&操作の共通化
??
図形にアルファベットなど名称をふったD また，補助線を引く，移動する，などの操作に使う言葉
を児童と決め黒板に書き，以後そこから選択して考えを進めた。
エ 課題解決に向けての思考の整理
イ可を目的として，そのためにどうすればよいのかを(長方形を見つけ，移動，結合)既習事項に帰着
させて考えさせた。(論理的思考力及び，見通しを持ち筋道を立てて考える)
上記により， I L字型図形」を捉えにくかった児童が，平行四辺形の求積では 3 いろいろなところに補
助線を引いて長方形を見つけようと試行錯誤して楽しむ様子が見られた。
(2)本研究の考えられる改善点
①正確な実態把握(既習の学習内容の定着率)
系統図の評価について，時開設定ができないために定着率の検査をすることが難しい。対策として，
小学部段階で、単元テストを反映していく重要性があり，信頼性の高い実態把握ができると考えられる。
②系統図の具体的な記入(児童の困り感と授業における龍意点)
量と測定の領域では，児童が既習事項に帰着して主体的に考えるために何に重点をおいて指導した方
がよいのかがわかりづらかった。各単元にスモールステップ部分を作成し，評価に反映されるとより効
果的なものとなると感じた。具体的には以下の通り取り組んだ。
ア 授業における留意点(ねらしi)の記入
本単元の「平行四辺形の面積」と f複合図形の面積の求積」においては， I図形を分解J，I移動・結
合しても全体の大きさは変わらなしリということが重点である， とすると考えやすい。
イ授業における留意点(指導法)の記入
指導上の留意点(抽象概念からのイメージイヒ)，つまずきやすい点，誤答例，などが書かれていると
使いやすいものとなる。また，中・高等部まで見据えたときのつまずきを見つけるヒントになる。
ウ障害特性による特徴的なつまずきの記入
各種障害特性に着自した，よくあるつまずきについて記入する。例えば，脳性まひの障害特性にで
は， I視知覚の障害J，I聴力優位Jl I操作性の欠乏J，I短期記壊が比較的弱しiJ， I空間認知力が弱いJ， 
「継時処理が得意&伺時処理が苦手」等が考えられる。その点に着罰した系統図があると，より正
確な指導臣標や支援方法が立てられると考えられる口
上記のような改善点及び改善策が具体化することで，より正確な「実態把握」と「指導自標の設定」
ができると考える。
(文責:児島英一郎)
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理.今後の展望と課題
1 .成果
本研究では，まず小学校算数科，中学校・高等学校数学科の学習指導要領の目標達成のために，当該
学年の学習が難しい肢体不自由のある児童生徒の特徴を踏まえた「考える力Jの要素を整理した。この
「考える力」を活用することで，指導内容の系統図の評価が「できたJIできなしリの評価から，異体的
にどのように考えていたのか，どこにつまずきがあったのか，詳細を把握することができた。そして，
この一連の評価を算数・数学科の「基軸j とすることで，指導者が変わっても算数・数学科の系統性に
沿って，指導目標設定のための指針を持つことができた。
また， r桐が丘L字型構造j を使って，指導自標の設定，及び指導の重点化の手続きについて確認し，
授業作りを行ってきた。どのような力を育てたいのか整理されたことで，算数・数学科として系統性に
沿って積み上げていく必要のある指導内容を明確にすることができた。そして，指導内容の系統図を他
校の教員にも活用していただき，使用感や課題について意見収集を行うことができた。
2. 今後の展望と課題
今後は，次期学習指導要領に向けて，これまでの研究成果を整理し，修正を行っていく。そして，当
該学年の学習が難しい児童生徒が算数・数学科の資質・能力を育てていくために， r考える力」の要素に
ついてもさらに検討を重ねてし1く。このような研究を進め，演緯的に考える，帰納的に考える，類推的
に考えるなどの力が，どのように深まっていくのか，段階性を示してさらに指導の指針が明確にしたい
と考えている。
また?本研究では， r考える力Jの要素について検討し，指導自襟の設定，及び指導の重点化の手がか
りとしてきた。今後は，具体的にどのような授業をすると「考える力」が育つのか，指導の中でポイン
トとなることや手立て・配慮について，実践事例をもとに示していきたいと考えている。
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